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公示予定日 調達管理番号 案件名 担当部・課 質問内容 回答 回答日

2026年7月15日 26a00325000000 

全世界2026年度案件別外部事後評価
パッ ケージⅡ-5（ セネガル、 ブルキナ
フ ァ ソ 、 ト ーゴ） （ 一般競争入札（ 総
合評価落札方式－ラ ンプサム型） ）

評価部事業評価第一課
4/23に実施いただいた外部事後評価の説明会では、 本パッ ケージには「 ニジェ ール： 中学校教
室建設計画」 が含まれており まし たが、 プレ公示には記載さ れており ませんでし た。 ニジェ ー
ルの案件は本パッ ケージでは含まれないこ と になっ たと の理解でよろ し いでし ょ う か。

治安上の問題から 、 今年度ニジェ ール案件は実施し ないこ と と いたし まし た。 2026年5月27日

2026年7月15日 26a00346000000
ザンビア国市場志向型稲作振興プロ
ジェ ク ト  フ ェ ーズ２

経済開発部農業・ 農村開発第
二グループ

本事業では、 ク ラ スタ ーアプローチの展開が活動の一つの柱と なっ ていると 理解し ますが、
Ri ce-SHEPであるMORi P研修パッ ケージの展開も 本事業では実施するこ と を想定し ており ますで
し ょ う か。

ご理解の通り 、 MORi P研修パッ ケージの展開も 実施する想定です。 2026年7月3日

2026年7月15日 26a00391000000
ラ オス国公共投資計画アド バイ ザー業
務

ラ オス事務所ラ オス事務所直
下

過去の協力の定着を目指すのか、 新し い切り 口での協力を実施し ていく のか。
統合後の新し い財務省において過去の協力成果が定着し ていく 事を目指し ていく も のになり ま
す。

2026年6月26日

2026年7月15日 26a00391000000
ラ オス国公共投資計画アド バイ ザー業
務

ラ オス事務所ラ オス事務所直
下

I Tシステムはどのよう なツールか。 I Tシステムを更新し ていく 事は期待さ れるのか。
評価のワーク フ ローに活用さ れるシステムです。 現時点では、 抜本的に更新する想定はあり ませ
ん。

2026年6月26日

2026年7月15日 26a00391000000
ラ オス国公共投資計画アド バイ ザー業
務

ラ オス事務所ラ オス事務所直
下

過去の協力で整備さ れたI Tシステムがカ バーする範囲は何になり ますでし ょ う か。
『 過去の協力で整備さ れたI Tシステム』 は、 公共投資プロジェ ク ト の評価のために財務省内で活
用いただく システムを指し ています。

2026年6月19日

2026年7月22日 26a00316000000
ド ミ ニカ 共和国サント ・ ド ミ ンゴ首都
圏交通ネッ ト ワーク 改善にかかる情報
収集・ 確認調査

社会基盤部都市・ 地域開発グ
ループ

・ 公示までに時間を要し た理由を可能であればお伺いでき ますでし ょ う か。 仮に住民移転が多
いこ と が遅延の要因である場合、 その後何か進展はございまし たでし ょ う か。

・ 住民移転が多い点から 環境カ テゴリ ーAに該当する可能性があるかと 存じ ますが、 ニーズが高
い場合には、 案件と し て引き 続き 進めていく 可能性はございますでし ょ う か。

・ 同じ 河川の上流側には既に斜張橋、 下流側にはエク スト ラ ド ーズド 橋が建設さ れていると 承
知し ており ますが、 橋梁形式についてご要望等はございますでし ょ う か。

・ 本邦技術の採用や日本のコ ント ラ ク タ ーの進出と いう 観点から 、 日本側と し て何かご要望は
ございますでし ょ う か。

・ 相手国政府側において、 先行調査等のスタ ディ は進んでいら っ し ゃ いますでし ょ う か。 ま
た、 スタ ディ が存在する場合、 公示の際に報告書をご提供いただく こ と は可能でし ょ う か。

・ サント ド ミ ンゴ大都市圏交通管理能力強化プロジェ ク ト における渋滞緩和策等と 、 本件と の
連携( 例えばルート 選定等) について、 何かご計画はございますでし ょ う か。

・ 調査期間が1年と 比較的長期に設定さ れており ますが、 こ れは交通マスタ ープラ ン( M/P) 策定
のよう に、 交通量調査やモデル構築、 スク リ ーニング等も 含まれるも のと なり ますでし ょ う
か。

・ 公示までに時間を 要し た理由を 可能であればお伺いでき ますでし ょ う か。 仮に住民移転が多いこ と が遅延の要因である 場
合、 その後何か進展はございまし たでし ょ う か。
→本調査の主管部の変更等、 弊機構内での調整に時間を 要し たためです。 住民移転は遅延の要因ではあり ません。

・ 住民移転が多い点から 環境カ テゴリ ーAに該当する 可能性がある かと 存じ ますが、 ニーズが高い場合には、 案件と し て引
き 続き 進めていく 可能性はございますでし ょ う か。
→本調査後の対応につき まし ては、 本調査の結果を 踏まえ、 弊機構内外の関係者と 調整を 行っ た上で、 判断いたし ます。

・ 同じ 河川の上流側には既に斜張橋、 下流側にはエク スト ラ ド ーズド 橋が建設さ れている と 承知し ており ますが、 橋梁形式
についてご要望等はございますでし ょ う か。
→本調査の実施において、 技術的観点から 適切な橋梁形式を ご提案いただければと 思います。

・ 本邦技術の採用や日本のコ ン ト ラ ク タ ーの進出と いう 観点から 、 日本側と し て何かご要望はございますでし ょ う か。
→ご質問の主旨が分かり かねますが、 本調査の実施において、 技術的観点から 適切な橋梁形式を ご提案いただければと 思い
ます。 その中で、 適切な本邦技術等があり まし たら ご提案いただければと 思います。

・ 相手国政府側において、 先行調査等のスタ ディ は進んでいら っ し ゃ いますでし ょ う か。 また、 スタ ディ が存在する 場合、
公示の際に報告書を ご提供いただく こ と は可能でし ょ う か。
→相手国実施のPMUS（ Pl an de Movi l i dad Ur bana Sost eni bl e del  Gr an Sant o Domi ngo） 報告書がウェ ブ上で公開さ れてお
り ます。

・ サン ト ド ミ ン ゴ大都市圏交通管理能力強化プロ ジェ ク ト における 渋滞緩和策等と 、 本件と の連携( 例えばルート 選定等) に
ついて、 何かご計画はございますでし ょ う か。
→本調査では、 既往案件を 含む入手可能な情報等を 踏まえて、 サン ト ・ ド ミ ン ゴ首都圏の交通ネッ ト ワーク の改善につき 調
査いただき たく 思います。 なお、 当該案件に係る 「 ド ミ ニカ 共和国サン ト ・ ド ミ ン ゴ市の都市交通に係る 情報収集調査調査
報告書」 及び「 ド ミ ニカ 共和国サン ト ド ミ ン ゴ都市交通マネジメ ン ト プロ ジェ ク ト 詳細計画策定調査報告書」 を 配布予定で
す。

・ 調査期間が1年と 比較的長期に設定さ れており ますが、 こ れは交通マスタ ープラ ン ( M/P) 策定のよ う に、 交通量調査やモデ
ル構築、 スク リ ーニン グ等も 含まれる も のと なり ますでし ょ う か。
→本調査では、 橋梁建設の妥当性の検証及び橋梁以外の代替案の検討ため、 交通調査（ 交通量調査、 OD調査等） を 実施する
想定です。 一方、 新規の交通需要予測モデルの構築や広範なスク リ ーニン グを 必須と する も のではあり ません。

2026年7月14日

2026年7月22日 26a00366000000 ボツワナ国I FNA栄養アド バイ ザー
経済開発部農業・ 農村開発第
二グループ

カ ウンタ ーパート は教育省になり ますか。 企画競争説明書にて情報を提供さ せていただき ます。 2026年7月7日

2026年7月22日 26a00486000000
全世界（ 広域） 課題別研修「 災害に強
い山岳道路の開発・ 維持管理」 （ 2026-
2028年度） （ 国内業務）

社会基盤部運輸交通グループ 本案件は業務管理グループ（ 若手加点） の対象でし ょ う か。
本案件では企画競争方式から 総合評価落札方式への変更を想定し ており 、 業務管理グループ（ 若
手加点） の対象と し ていません。

2026年7月6日

2026年7月29日 26a00403000000

全世界（ 2026年度公示分） 中小企業・
SDGsビジネスの効果的実施による社会
基盤・ ガバナンス・ 平和構築分野の課
題解決推進に係る調査

民間連携事業部企業連携第一
課

（3件共通）
3案件とも業務人月が2025年度実績を踏まえると、80人月を超えると想定します。その場合、業務管理
グループ設定の可否、若手育成加点有無についてご教示のほどよろしくお願いします。

業務管理グループの適用対象案件とする予定ですが、「若手育成加点」が適用されるのは「人間開発分
野」のみの予定です。最終的には、公示の企画競争説明書をご確認ください。

2026年7月14日

2026年7月29日 26a00403000000

全世界（ 2026年度公示分） 中小企業・
SDGsビジネスの効果的実施による社会
基盤・ ガバナンス・ 平和構築分野の課
題解決推進に係る調査

民間連携事業部企業連携第一
課

本案件の背景・ 目的・ 想定出口など本公示の前に可能な限り 理解さ せていただき たい
2026年3月11日に掲載した意見招請の別紙１：特記仕様書案をご参照ください。但し、最終的な業務内容に
ついては、公示の企画競争説明書をご確認ください。
https://www.jica.go.jp/about/announce/program/archive2025.html

2026年7月14日

プレ公示案件への質問回答

【競争参加者様へ：留意点】
プレ公示段階での質問回答での回答内容は、企画競争説明書／入札説明書の段階で変更の可能性があります。

※掲載方法を公示予定日が早い順に案件ごとにまとめて掲載いたします。新たに掲載いたしました質問回答についてはセルを水色にしております。

1 ページ



公示予定日 調達管理番号 案件名 担当部・課 質問内容 回答 回答日

2026年7月15日 26a00325000000 

全世界2026年度案件別外部事後評価
パッ ケージⅡ-5（ セネガル、 ブルキナ
フ ァ ソ 、 ト ーゴ） （ 一般競争入札（ 総
合評価落札方式－ラ ンプサム型） ）

評価部事業評価第一課
4/23に実施いただいた外部事後評価の説明会では、 本パッ ケージには「 ニジェ ール： 中学校教
室建設計画」 が含まれており まし たが、 プレ公示には記載さ れており ませんでし た。 ニジェ ー
ルの案件は本パッ ケージでは含まれないこ と になっ たと の理解でよろ し いでし ょ う か。

治安上の問題から 、 今年度ニジェ ール案件は実施し ないこ と と いたし まし た。 2026年5月27日

2026年7月29日 26a00404000000 
全世界（ 2026年度公示分） 中小企業・
SDGsビジネスの効果的実施による人間
開発分野の課題解決推進に係る調査

民間連携事業部企業連携第二
課

本案件の背景・ 目的・ 想定出口など本公示の前に可能な限り 理解さ せていただき たい
2026年3月11日に掲載した意見招請の別紙１：特記仕様書案をご参照ください。但し、最終的な業務内容に
ついては、公示の企画競争説明書をご確認ください。
https://www.jica.go.jp/about/announce/program/archive2025.html

2026年7月14日

2026年8月5日 26a00401000000
全世界（ 2026年度公示分） 中小企業・
SDGsビジネスの効果的実施による経済
開発分野の課題解決推進に係る調査

民間連携事業部企業連携第二
課

（ 3件共通）
3案件と も 業務人月が2025年度実績を踏まえると 、 80人月を超えると 想定し ます。 その場合、 業
務管理グループ設定の可否、 若手育成加点有無についてご教示のほどよろ し く お願いし ます。

業務管理グループの適用対象案件とする予定ですが、「若手育成加点」が適用されるのは「人間開発分
野」のみの予定です。最終的には、公示の企画競争説明書をご確認ください。

2026年7月14日

2026年8月5日 26a00401000000
全世界（ 2026年度公示分） 中小企業・
SDGsビジネスの効果的実施による経済
開発分野の課題解決推進に係る調査

民間連携事業部企業連携第二
課

本案件の背景・ 目的・ 想定出口など本公示の前に可能な限り 理解さ せていただき たい
2026年3月11日に掲載した意見招請の別紙１：特記仕様書案をご参照ください。但し、最終的な業務内容に
ついては、公示の企画競争説明書をご確認ください。
https://www.jica.go.jp/about/announce/program/archive2025.html

2026年7月14日

2026年8月5日 26a00413000000
全世界（ 2026年度公示分） 中小企業・
SDGsビジネスの効果的実施による地球
環境分野の課題解決推進

民間連携事業部企業連携第一
課

事後モニタ リ ング調査では、 防災セク タ ーの売上実現率が他セク タ ーの平均より も 高いこ と が
示さ れている。 こ う し た傾向は、 採択企業を選考するにあたっ て、 影響を及ぼし ますでし ょ う
か

分野を問わず、共通の基準で審査を実施いたします。 2026年7月14日

2026年8月5日 26a00413000000
全世界（ 2026年度公示分） 中小企業・
SDGsビジネスの効果的実施による地球
環境分野の課題解決推進

民間連携事業部企業連携第一
課

意見招請において特に意見が求めら れていた「 調査対象国情報整理」 について、 採択企業の調
査を通じ て得ら れた情報に加え、 今後進出を検討する企業に有益な「 俯瞰的な基礎情報（ 市場
規模、 産業構造、 主要アク タ ー、 規制等） 」 を調査・ 記載するこ と と さ れていますが、 対象国
や分野によっ て情報の入手難易度が大き く 異なり ます。 こ の俯瞰的情報の収集にあたり 、 受注
者に求めら れる調査の深さ （ 到達目標） の基準をご教示く ださ い。 また、 難易度が高く 追加の
現地調査や外部委託が必要と なる場合、 別枠での経費措置や契約変更による増額は可能でし ょ
う か。

意見招請時の特記仕様書案は意見招請時の案であり 、 公示時点で修正し ている可能性があり ま
す。 公示の際に企画競争説明書をご確認く ださ い。

2026年7月14日

2026年8月5日 26a00413000000
全世界（ 2026年度公示分） 中小企業・
SDGsビジネスの効果的実施による地球
環境分野の課題解決推進

民間連携事業部企業連携第一
課

特記仕様書案11ページ( 4) 環境社会配慮について、  カ テゴリ B案件が発生し た場合、 1案件あた
り 1人月程度の追加および再委託費300万円が定額計上さ れると のこ と ですが、 現地でのベース
ラ イ ン測定やステーク ホルダー協議の規模によっ ては、 こ の想定を大幅に超える業務量・ 経費
が発生する可能性があり ます。 「 必要に応じ て契約金額の増額を行う 」 と あり ますが、 増額を
申請・ 承認する際の具体的な基準や手続き についてご教示く ださ い。

個別の理由を検討の上で妥当性を判断する為、現時点で判断基準を申し上げることはできません。手
続きについては、業務実施契約における契約管理ガイドラインをご参照ください。

2026年7月14日

2026年8月5日 26a00413000000
全世界（ 2026年度公示分） 中小企業・
SDGsビジネスの効果的実施による地球
環境分野の課題解決推進

民間連携事業部企業連携第一
課

特記仕様書案15ページ「 ( 11) ビジネスニーズセミ ナーの実施と 課題発信コ ンテンツの作成」 に
ついて、 セミ ナーで「 こ れまで実施さ れていないが有効と 考えら れるビジネス」 について10件
程度の事業仮説を検討・ 発表するこ と が求めら れています。 こ の10件の事業仮説構築には、 他
ODA事業と の連携可能性の分析も 含め、 相当な調査・ 分析業務が発生すると 想定さ れます。 こ の
業務は、 契約時に別途計上さ れる「 3. 0人月」 の枠内で実施するこ と が前提でし ょ う か。 あるい
は、 個社支援に付随する業務量（ 共通枠） 等から 充当するこ と が可能でし ょ う か。

意見招請時の特記仕様書案は意見招請時の案であり 、 公示時点で修正し ている可能性があり ま
す。 公示の際に企画競争説明書をご確認く ださ い。

2026年7月14日

2026年8月5日 26a00413000000
全世界（ 2026年度公示分） 中小企業・
SDGsビジネスの効果的実施による地球
環境分野の課題解決推進に係る調査

民間連携事業部企業連携第一
課

（ 3件共通）
3案件と も 業務人月が2025年度実績を踏まえると 、 80人月を超えると 想定し ます。 その場合、 業
務管理グループ設定の可否、 若手育成加点有無についてご教示のほどよろ し く お願いし ます。

業務管理グループの適用対象案件とする予定ですが、「若手育成加点」が適用されるのは「人間開発分
野」のみの予定です。最終的には、公示の企画競争説明書をご確認ください。

2026年7月14日

2026年8月5日 26a00413000000
全世界（ 2026年度公示分） 中小企業・
SDGsビジネスの効果的実施による地球
環境分野の課題解決推進

民間連携事業部企業連携第一
課

本案件の背景・ 目的・ 想定出口など本公示の前に可能な限り 理解さ せていただき たい
2026年3月11日に掲載した意見招請の別紙１：特記仕様書案をご参照ください。但し、最終的な業務内容に
ついては、公示の企画競争説明書をご確認ください。
https://www.jica.go.jp/about/announce/program/archive2025.html

2026年7月14日

2026年8月5日 26a00548000000
全世界（ 広域） 科学・ 理科教育にかか
る教科書・ 教材ク ラ スタ ー戦略の策定
研究（ プロジェ ク ト 研究）

人間開発基礎教育グループ
利益相反の観点から 、 本業務の実施に当たり 参加制限の対象と なる案件又は特定の排除者は想
定さ れていますでし ょ う か。

本業務の実施に当たり 参加制限の対象と なる案件又は特定の排除者は想定し ており ませんが、 公
示後、 企画競争説明書をご確認く ださ い。

2026年7月10日

2026年8月26日 26a00399000000
ラ オス国スタ ジアムを中心と し たまち
づく り ・ エリ アマネジメ ント 能力強化
プロジェ ク ト

社会基盤部都市・ 地域開発グ
ループ

本案件は、 業務管理グループかつ若手加点の対象と なる予定でし ょ う か。
それと も 、 若手加点はなく 、 提案書の2章において、 『 業務主任者を含む業務実施体制全体にお
いて、 どのよう な人材活用の考え方の下で業務を遂行するのかについて提案を求める。 』 こ と
を想定さ れていますでし ょ う か。

本案件については、 新し い発想や柔軟な視点が求めら れるこ と から 、 業務管理グループを構成
し 、 若手育成加点の対象と する方針です。
一方で、 多様な関係者と の合意形成が不可欠であるため、 こ れを遂行するための豊富な経験を有
する人材と 若手人材が連携する体制を重視し ます。

2026年6月23日

2026年9月2日 26a00385000000
ウズベキスタ ン国理工系高度人材育成
事業準備調査（ QCBS－ラ ンプサム型）

東・ 中央アジア部中央アジア
コ ーカ サス課

本案件の背景・ 目的・ 想定出口など本公示の前に可能な限り 理解さ せていただき たい 回答準備中です。 2026年7月1日
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2026年7月15日 26a00325000000 

全世界2026年度案件別外部事後評価
パッ ケージⅡ-5（ セネガル、 ブルキナ
フ ァ ソ 、 ト ーゴ） （ 一般競争入札（ 総
合評価落札方式－ラ ンプサム型） ）

評価部事業評価第一課
4/23に実施いただいた外部事後評価の説明会では、 本パッ ケージには「 ニジェ ール： 中学校教
室建設計画」 が含まれており まし たが、 プレ公示には記載さ れており ませんでし た。 ニジェ ー
ルの案件は本パッ ケージでは含まれないこ と になっ たと の理解でよろ し いでし ょ う か。

治安上の問題から 、 今年度ニジェ ール案件は実施し ないこ と と いたし まし た。 2026年5月27日

2026年9月30日 26a00320000000
マリ 国アフ リ カ 地域みんなの学校アド
バイ ザー

人間開発部基礎教育グループ
活動内容と し て、 「 中西部アフ リ カ 地域（ ギニア等） を含む広域的なみんなの学校アプローチ
の展開」 と あり ますが、 ギニアの他、 具体的な対象国が想定さ れているよう でし たら ご教示い
ただけますか。

回答準備中です。 2026年7月15日

2026年9月30日 26a00320000000
マリ 国アフ リ カ 地域みんなの学校アド
バイ ザー

人間開発部基礎教育グループ 業務管理グループの想定はあり ますか 回答準備中です。 2026年7月15日
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